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もんて び で お丸機關に就て
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一 序言

Abstraet，

　On　the　Engines　of　the　Motoraship‘ ‘Monte　Video　Maru 　
’，

　By　Y ．　Mitamura．

　The　paper　describes　the　author
，

s　observations 　on 　the　 engines 　during　his

trip　as 凰 guaran もee 　engineer 　on 　the　ves ミel
，

8　 maiden 　voyage 　to　South　America

＆ back．　The　pr洫 cipal 　re 皿 arks 　m 鼠de　are ：
−the　break　down 　of 　the　main 　engine

pistt）n　packing　ring ，　the　eTosion 　and 　damage 　 given　to　the　 compressor 　H ．p．

valve
，

もhe　s缸cki ロess　of 　the　bush　to もhe　main 　eng 洫 e　fue1−pump 　pl跏 ger，　the

rub
−off　of　the　cylinder ユiners　and 　piston　packi【1g 　 rings

，
もhe　relation 　betwee丑

the 夛parks　from　funnels　and 　the　fuel　oils，七he　 impurities　 in　lubricating　 oil

and 　its　remQval ，
　the　engine ・room 　temperature 　 and 　itS　 ventilation ．
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　昨年夏．三菱長崎遁船所に て建造せ られた る大阪商船龠祉南米航踏般もんてびでお丸が本邦に於て

建造せ られた る Diesel船の 最大なる もの N 一つ で あり．而 か も其の 機關が 純國産で ある事は造般協

會雜纂第 55 號 58頁の 雜録中に詳報せ られて あ ります 。

　本船が其の 處女航海に就 く首途に於て 横濱港に碇泊中．本協會會員の 方々 が 多數來船見學せ られた

る事 も昨今の 様で あ りますが 、銑に 牛歳に亘 る長途の 處女航海を無事終了致 し、本船は既に第 2 次航
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海の 途上 にあ りて 其の 眞價を盆 女發揮 して を ります 。

　私 は本船 の 機關部鱶装並に運槫當時 、共 D 工 事擔任者として 絡始致 し．尚引蠻て 處女航海中保證機

關士 と して 乘船致 し、製作者側 よ りして製作の 結果 を研究致 した もの で あります。 と申すもの S私 は

Diesel　engine に對 して 何等充分なる知識經驗を有す る もの で 無 く、從つ て theoretical　discussion若

くは experiniental 　 results の 何物 をも茲 に齎した譯けで は あ りません 。

　唯だ私 自身本1 の ellgineers 諸士 と共に actual 　S ⊃rvice の 下で寢食を共に し て 得た處に據 り．將來

船に對 し參考 となる 可き もの S 中特 tc　一般 的注意 を惹くに足 ると考 へ らる S もの N み を御報告申上 ぐ

る次第で あ ります 。

　從 つ て 申上 る事柄は 悉 く午凡 で ．皆様方 の 御清聽に 値す る もの で は あ りませ ぬが ．本國産 Diesel

engine が 何等の 重大なる故障無 く能 く長途の瓣 斛こ其 の 使命を完うせ し事實を申上 ぐる事の み を以て

實は本 日 の 私 の 講演の 主旨は盡くる もの と考 へ て 居 ります 。

　　　　　　　　　　　　　　　＝ 、 世界 一周航行浬 數及時間

　（Taもle−1）は長崎港出帆後、赫戸横濱、再 び紳戸 を經て （Figユ弘 記載の 航路を縡て 世界
一一周 を了し

瀞戸港に歸還 す る迄の 航程 ．主機囘轉數 及び航行時間 を示せ る もの で あ ります 。

　（Fig．1）A は各 日の

　　　  　　Ship
，
s　nOOn 　position

　　　  Sea　water 　temperature

　　　◎ Engine　room 　temperature

　　　◎　　］Lubricating　oil　temperature

　　　＠　Jacket　cooling 　water 　outlet 　temperature 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　   　　Piston　cooling 　wa 七er 　outlet 　ten コperature

を示 します。

　（Fig．1）B は本船本航海 の 赫戸出發 より跡戸歸着 まで の running 　time及 Pt　mileage の 圖示 と servic

eMeiency と を示 します 。

　　　　　　　　　　耄 、 全航海中破損の 爲め豫備品と取換へ たる もの

　（Table−2）は本航海 を通 じて 使用せ る豫備品 の 表に して ． 破 隕部分が 何等致命的重大なる もの で 無

い 事が 諒解せ らる S 事 と存 じます 。

　　　　　　　　　四 、 Main　Engine？iston　Packing　Rings の破 損

　（Table−3） に て 明瞭な る如 く全航海を通 じて 6 本 の 破損 packillg　rings を出 して 居 りますが ．各

piston に 7 本 の pacldng　rings が挿入せ られて 居 る中．總て 上部 より第 1・2・3 列 目の みが其の 切掛

け部分に 於て 破損 し て 居 りま す。

　 （
「rable−4）及び（Table−5）は姉妹船さんとす丸及 び らぷらた丸の 處女航海 に破 頃せ

【
る packing　rilgs
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の 表 に して何れ も上 よ り第 1，2β 列 目 に於 て 多 く破損して 居 ります。

　共 の 破損原因は 巨下研究中で あ り ま して 、 今後第 1，2，3 列 目の packing　 ring と共の groove 間の

cle 艮r韻 ce を塘大 する事に致 し實驗中で あ ります 。

　徇叉．切掛部の 破損片は exhaust 　port よ り總て飛び出 し
、
　piston に も cylinder 　linerに も何等障

害を與 へ て 居 りませ ぬ 。

　　　　　　　　　　　 五 、 Compre弱 9r　H ．？．　Valve 腐蝕及破損

　 compre εsor 　H ・R 　valve 　cage の seat 面 が drain　water の 爲め腐蝕 を生 じ允 る を以 て sp 乱re と取換

へ た る もの で あ ります。 材質が homogeneous で無 かつ た事に起 因 して 居 ります 。 叉 H ．P．　delivery

valve は絶えす．shoGk を受 けて 居 るた め seat 面 との 接觸面が deform し若 くは valve 本體に crack

を生 じ易V ・ もの と言はれて 居 りますが 、 唯だ 1 個 crack を生 じた るの みで良好 な結果を得 て 居 りま

す 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　　　　　　　　　　　 ・

　　　　　　六 、
Main 　Engine　Fuel　Pump 　Plunger と Bush との 燒付

　9 月 24 日即 ち長崎 を出帆 して よ り航行浬 8
，
300． 主機囘轉數 3

，
660，000， 航行時聞 630 經過後、右

舷主機 Nq4fuel 　pump 　P工unger が 其の 對手 の bush に燒付 き湿しま した 。 叉引綾い て 同 No．2 及

び左舷主機 No ・1plunger も同様の 現象を呈 し出しました 。

　（Fig・2） は其 の plunger と bush と の 外觀を示 し   は Plunger ，   は bush，   は plunger の york

で あ りま す 。   ◎   は crack を示 します。

　燒付の 原因は fuel。il中に混入せ る impuritiesと考へ られま 『。 主に fue！oi1　pipe　line内部に附

着せ る微粒不 純物 と思はれ ます。 之れ は　（Fig・3・
4

，
5） tc依 り首肯せ られ るの で あ りますが ・ Plunger

面 の 中央部 に bush の 燒 付き痕跡 を示 し 、　bush 内部は粗雜な る 面 とな つ て 居 りま す 。

　bush 内部の 疵痕を觀ます と pump 内部側に細線  を認め、漸次其の疵が 外部側に擴が り．  部に

於て は bush 内壁全周に亘 つ て 居 ります 。 之れは微粒不純物が 油壓の ため plunger と bush聞に入 り

込 み．plungerと bush 闇に始 めは徴量の scraPin9 疵を與へ 絡 のには疵が疵 を漸次構成擴大せ しもの

と推 定せ られ ます 。 plunger は其 の軸 の 周 りには 自由に蓮轉中は囘轉し得 る様に なつ て 居る の で
． 燒

付檢査 の 爲め時折指頭 tcて plungerを囘轉します 。 其の た め  の樣な疵 を構成し得 る の で あ ります。

　右舷機 No．2 及び左舷機 No ．1 の 分は極 く微量なる漏洩な りしを以て 、夫 々 BuenOs　Aires 及び

Ncw 　OrleanSまで 共 の 儘使用 し來 り同處に 於 て Spare と取 換へ ま した 。

　　　　　　　　七 、 Cylinder　Liner 磨耗量と Cylinder　Oil供給程度

　（Fig・6）は右舷主機 N α 6cylinder　linerの 磨耗程度及び有樣 を明示した もの で 、高熱部 に 於 て最 も

磨耗の 甚しき事が判か ります 。 本圖は全 cylinder 　liners 中の 最 も磨耗 の 甚敷きもの を掲載 した もの

で あ りま す 。

　  は陸 上運嬉直後計測せ る もの ．  は Buenos　Air。s に て 計測せ る もの 、⊂ は祕戸港 へ 歸遐後同港
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囘 あ りましたが ．要す るに出來 る限 り complete 　combustiOn を爲 さしむ る事が Sparks を無 くす る事

に預 つ て 力ある と考へ られます 。

　 以上 は fuel　oil よりの み見た spark 減少読で あ ウますが 、夊 ．別淦 lubricating　oil … … 主 とし

て erank 　case 内の lubricating　oil が pisもon 　skirt に附着し exhaust 　port中に 入 るもの ・・… ・・…

が sparks の 一因で あ らう と も考へ られます。 此 に於て 吾 々 は （Fig．7） に見 る如 く No ．4 同型機 に
scylinder

と column との 聞に新に 1antem　with 　scraper 　rin95 を挿入 して 去月陸上試邏轉を施行せ

し處、crank 　Gase 　lubricating　oll の pist・on 　 skirt に附着せ る もの を scrape する事 を認 めました 。 本

機 の 海上運轉の 結果は刮目 して 待つ べ きもの と存 じます。

　　　　　　　　　　　　　　　十 、
Fuel　Oil　Sett1ing　Tank

　fuel　oil　settling 　tank の 必要な る事は 改 め て 申す迄 も無 い 事で あ りますが
、 特に fue】 oil　bottOm

tank を water 　ballast　tank に使用した後は ・fuel　oil 中に可な bの 水分が混入 し、　 PUI
・ifierの みにて

は共の 水分を完全に除去するに困難な事實が あ ります。

　是非共 settling 　tank に て 充分 に水分及び etnulsion を起 こした部分を取 り去 らね ば な りませ ん 。

本船 に於て fuel　oil　tank を water 　b呂11ast　tank に使 用 した るk め、其の 後絶 えす fuel　oil 中 に約 10

％ の 水分が混入 し來つ た經瞼を有します 。

　　　　　　十一
、 Engine　Lubricating　Oil中の 1皿 pur三tie3と其の 除去

　 engine 　Iubricating　oil が carbon 　depcsltに依 り甚しく汚 され．其の 爲め蓮 日 purifierを使用 して

共 の 清淨に 力め ました 。
carbon 　depositは pistoll　crown 附近に溜れ る煤が piston　skirt に 浩 うて 逐

次 cra．　nk 　case 内に浸入 し來る もの で あ ります。

　 1ubr1c艮ting　oi1 は purifierに掛 ける前に heating　tank 内に 約 10 時間 60eC 温度 に保 つ 時は im−

PUritiesの 沈澱 を容易ならしめます 。

　吾 々 は 既記（Fig・7）に見る如 く 1antern　with 　scraper 　rings を新に裝備し crank 　case よ りの lubri−

cating 　oi　t の飛 沫防備と しま した處．其 の 附帶現象 として 上記 carbon 　depositも除去 さ る る こ と を實

驗 しました。 即 ち carbOn 　depositが crank 　caSe に 浸入す る事を防ぎ得るの で す。 從つ て 此の 型式

を研 究改良す る事に 依 り car   n 　deposit除去の ため損失 する oil 量 を減 じ得 る と考へ られます 。

　　　　　　　　　　　　 十＝ 、 Cooling　Water　T θmperature

　（A ）　Piston　Cooling　Wa 右er （fresh　 water ）：
一

　之れは （Fig・1）A の   曲線で判 ります通 り、其の outlet 　ten］peraturθ は最高 60° C　tcし て 置 きまし

た 。

　（B） Cylinder　Cooliiコ9　Water （sea 　 water ）：
一

　之れ も （F王9・1）A の ＠曲線で 判か ります通 り、其 の outlet 　temperatureは最高 48°C で あ ります。

　此 の 温度は出來る丈 け高 く保つ 程 fuel　oil　consumPtion を減じ得ますが．其 の ため coolhlg　space
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内 に scale を生 じ易 くなる こ とを考へ 此 の 程度に しました 。 其れで も徇ほ 1航海後 cylinder 　cover

bottOm に 2〜 3mm 厚み の scale ・を生 じたの で あ ります。

　 scale は形成せ らるる傍よ り剥晩して 底部 に溜ま ります。 共の ScaleS の ため cylinder 　cover 　 k 何等

支障も起して 無い 事 も確か めました 。

　　　　　　　　十三 、Nct　CylindeT　Cooling　Water の Circulati◎n

　（F；9．ユ）ttに於て　sea　water 　teml〕erature ユ6°C 附近に於て　main 　engine 　cooling 　wat 前 ontlet を：

circalating 　pump　Suctlon に邏結しま した 。 斯 くして jacket　cr）01illg 　water 　inlet　temperature を St：
）．

water 　temperature よ b も 10SC 近く昇せ得 る事を實驗し得た の で す 。

　　　　 十四、 最低 Sea　Water　Temperature と Main　Engine の Starting

　 （Fig・1）A に於 て見る 通 り．本航海中 sea 　ly．zter の 最低 temperature は ：9°C に して 北米 New

Orleans 即ち Mississippi河下流に於て で あ り ます 。 此 の 黙況に於て も main 　engine は何等 warllling

をなさす して容易に start し得ました 。

　　　　　　　　　　　　　十五 、跏 gine　B踟 m 　za’emperature

　（Fig，／）．x の ◎曲線は upper −p］atf ［）rm に於ける engine 　reou コ temperそLture の curve に して 、此 の

温度を T “C に て 表はす時 englne エoom に 於 ける異れる位置 の 温度は略ぼ （Table−10）で 示す通 りで

す 。

　叉全航海 を通 じて の engine 　rα ）m 　temperature の最．
低は 24°C 最高は 40°C で あ ります 。

40° C 附迺

に於て 諸部分の解放、手入等 の hftrd　work は 乘組鄭 り心 身に 可な り應へ る の で watch の み に 止 めて ゐ

ました 。
25°C 附近に於て は Vent ．ilatorの 直下 は寒む遘 ぎる感が あ りますが ．本嫉悔に於て は e11gine

room の 1ieatingを必要 と慇 じた葛は あ ゆ ませ ん
。

　尤 も、異れる他 の 季節の航海 に は異れ る敏字 を得ら る 可 く、其れ らの 詳報も船主側 よ り逐次發表 さ

れ る事を御願します 。

　　　　　　　　　　　　十六 、
露ngine 　Room の Ventilation

　ventilation は總て rLacural 　velrtilation で あ りますが 、：urbD −blowerの suction は upPer −platfbrnL

に 開い て ある の で 大部分 の 匙廴ir を共處 より吸ひ・込みます 。 且 つ 同 suctiOn を 又 engine 　 reom の

Io“Ter ・platform下部 よ bも取 る樣に して あるの で
、
　engine 　room 内に紫色の 煙の漾ふ事を本船には見

ませ ん
。

　ヵllふ る に本般型 engine は gas・leukage の 個 所皆無 と言ふ も過言で な く．前述の lantern　 sys £em 採

用 の 上 、陸上蓮轉にて 實驗せ る
．
結果、何等 exhaust 　gus　leakage も認 めません で した 。

　船員の 建康問題に關し本 Sulzer式 epgine が逋営の もの で ある 事實 を遺憾なく物語 つ て 居 ります c

　　　　　　　　　　　　　　十弋 、 諸部分の 解放檢査 の程度

　本航海中、主機 、補機各部の解放檢査程度は（Table−11， i2）に示 す通 りで す。
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｝

　main 　 ellginc に 就て は compress ｛冫r の H ・P・valves に は 常 に carb っnized 　Iubricating　oil が 艮1】着 し

て をる事 と scavellge ▽ alves が carbon 　depositで 汚れ て ゐた以 Sト何等異腴は あ りませ ん 。

　乱uxilial
’
y　engllle に 就 て は最初 の 中は f辷lel　o 三11）ipe　line中の 砂の た め fuel　needle 　valve の seat

面に 疵を生 じ肪 ちで あつ た もの が ．復航蒋に は共 の tr。uble は無 くな ゆました 。

　上 記表 中 に は 載せ ませ ん が 、auxiliary 　compressor を始め他の 諸 auxi 工lary　pump 類 も全音B　1 囘解

放檢査 を施行 して あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　　　　十八 、 機 　開　部　員

　機罷部 員數は （Table−13） の通 りに して ．各 watch ；iiの 入員は （TaLle −／4） の通 りで す 。 次 の

rnembers は regular 　watc ］1 に就 きませ ん 。

　（a ） E ユコgineerS　： … … ・・Chief 　engineer ，　eleetriC 　engincer ．

　（b）　Oileri’：・・一・・・・・…
　number 　one ，　store −keoper，　freez？r−keepe】

−
t　eiecticfan ，　oiler 　apPl ’entice ．

　現 在に於 て eleetriciftn　 Cま上記 の如 く reguler 　wa 亡ch に就V ・て 居 らす、 當直陵開士が莱務 として 電

氣關｛系を見 て 居 りますが 、將來電氣開係が 釜 ま嬢大せ られ て 行 くに從ひ，eleG 謡 eim ユ も regular 　watch

に就 く様 に なる事 と存 じます 。

　　　　　　　　　　　　　　　　十 九 、 結　 　　　 尾

　本船は此 くし て復航 の 太平洋．ヒ．20 日匿1に 亘 る 運 日の 荒天 に も何等の 故障 な く歸國し得ま した の で

す 。 　　　　　　　　
唱

　此 の 好成績 を擧げました事は、實 IC本船機關長八谷 忠夫氏 の 熱心 なる指揮に 依る もの で あ りまして 、

亦機關部諸士 の 偉大な る努力の 結晶で ある事 も論 を俟たぬ D で あ ります。

　叉本船の結果 が 、 將來國産品の 奬黝發達の 導 火線 とな b得ますな らば幸甚と存 じます 。

　茲に此 の 光榮ある本協倉講演會に 於て ． 上記の 貧し い 報告を發表 さして戴 い た事 を衷心感謝致 しま

す 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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もんて びでお丸機關i：就て　三 田村保武 翌」

討 論

O 會長代理主事（山本幸男君） 唯今の 御講演 に對 して 御討論 、 御質問等が あれば御述べ を御願v ・

たします。

O 島谷敏郎君　ち よつ と伺ぴ ますが 、御設明に よります と．「パ ツ キ ン グ、リン グ」の 破損が 「ビ x ト

ン 」の 上部 の 方に の みあると云 ふ こ とは上 の 方の 温 度の 高い 影響で あらうか と思ふ の で あ りますが ．

どれを見て も一番 目よ り ：番 目の 物が一番破損が多い や うに なつ て 居 りますが ．之に付て 何か御意見

は あ りますま い か 。

O ミ 閏村保武暑 之に付て未だ十分な研究は積 ん で 居 らな い の で ござい ま して 、只今の 處 「パ ツ キ

ン グ
、
リ ン グ．グ ル ーヴ」が熱の ため變形 しまして 「グル ーヴ」を少し狹 める の で はない か と云 ふ考で ご

ざい ます 。 それで「グ ル ーヴ」と「パ
ッ キ ン グ リ ン グ」の 隙は今迄 O．05 か ら O．／「ミ リ」の 間 で あ り ます。

「グ ル ーヴ」が「デ ブ t ・一ム 」する爲に rパ ッ キ ン グ リン グ」が掴まれ其の 邂動の 自由を失ひ そこ へ 「シ 。 ツ

ク」 を受けて 破損するの で は な い か ．斯 う云 ふ 考で 今後倍の「ク リ ヤ ラ ン ス 」を附け る こ とに して 居 り

ます。 實験中で ござい ますか ら、只今は確答は出來ませぬ 。

O 島谷敏郎君
’
「パ

ッ
キ ン グ リ ン ダ」の 「ク リヤ ラ ン ス 億 孰れも同一で すか 、或は上部は下部の もの よ

り大に して あるの で すか。

Oi≡田村保武君 唯今の 所は全部同 じに なつ て 居 りますが ． 實驗中の もの は上部の もの の み を大に

して をります 。

O 會長代理 主事（山本幸男碧 ） 別 に 御 討論が御有 りに な らなければ 、 私か ら一言講演者に 對 し て

御禮 を申した い と思ひます 。 三 田村君は 日本で は最大の 「ヂ ーゼ ル ．エ ン デ ン 」を長崎で造る時 に御關

係なすつ て 、其 「エ ン ヂ ン 」 の 實際の 蓮轉に關 した御經驗を何等の 保留なし tc． 斯の 如 き詳細 なる發

表 をして 戴い た こ とは誠 に時機 を得た もの で あ ゆま して ．我 々 會員の 利釜する所が多 い こ と と亦 じま

ず。

　序なが ら 、
「ヂーゼ ル 、エ ン ヂ ン 」の 本邦に於りる統計 を持合 して 居 りますか ら申上 げますが 、現 在

百噸以上 の 本邦般 にして ・・… ・「ヂ 「
ゼ ル

．
エ ン ヂ ン 」 を備 へ て 居る もの は二 十七隻．「シ

ャ
フ ト ホ ース

パ ワ ー」が四萬馬力で あ りま す 。 現在本 邦 に於 て 建造中叉 は計畫中の もの を計上 い た します と．それ

が十 七隻 ． 總噸數に 於 て 八 萬四千噸、軸 馬力六萬七干馬力にな ります 。 尤も此 中には郵船 僉瓧詮文の

優秀船に して外國の 「＝ ン ヂ ン 」を載せ るもの も含んで居 りますが、其以外の もの は皆殆 ど日本で 造 ら

れる の ちや ない か と考 へ ます っ

　三 田村君に劉 して 謝意を表す る爲に 拍 手 を以 て 御禮を致したい と思ひます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （拍手起 る）
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